
有
働
智
奘
提
出
学
位
請
求
論
文
（
課
程
博
士
）

『
古
代
日
本
の
神
仏
交
流
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

本
論
文
は
、
日
本
古
代
の
仏
教
伝
来
時
に
お
け
る
周
辺
諸
国
と
の
交
流
を
通
し
て
、
神
と
仏

の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
、「
序
文
―
神
仏
習
合
に
関
す
る
先
行
研
究

―
」
の
あ
と
、
四
部
に
わ
た
り
十
二
章
の
論
説
を
示
し
、
最
後
に
「
結
論
」「
初
出
一
覧
」「
英

文
要
旨
」
を
収
め
る
。

第
一
部
「
古
代
人
の
こ
こ
ろ
」
は
三
章
か
ら
な
り
、
仏
教
伝
来
以
前
の
土
着
信
仰
（
神
祇
）

に
つ
い
て
、
諸
先
学
に
よ
る
鏡
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
、
古
代
人
の
信
仰
を
考
え
る
。

第
一
章
の
「
鏡
の
宗
教
性
―
多
紐
細
文
鏡
と
仏
獣
鏡
を
中
心
に
―
」
で
は
、
日
本
と
中
国
・
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朝
鮮
の
鏡
に
対
す
る
宗
教
性
を
比
較
し
、
日
本
が
鏡
を
ヨ
リ
シ
ロ
と
し
て
信
仰
し
て
お
り
、
こ

れ
は
外
来
思
想
に
影
響
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
弥
生
時
代
か
ら
独
自
に
思
想
が
形
成
さ
れ
、

紀
元
後
か
ら
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。
そ
し
て
、
鏡
表
面
に
美
し
さ
を
感
じ
、
そ
れ

が
精
神
に
反
映
し
て
い
る
と
す
る
。

第
二
章
の
「
仏
獣
鏡
と
そ
の
思
想
」
で
は
、
中
国
に
お
け
る
仏
教
受
容
の
状
況
と
銅
鏡
分
布

を
ふ
ま
え
、
仏
獣
鏡
の
人
間
像
を
仏
像
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
仏

獣
鏡
の
成
立
と
そ
の
思
想
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
三
章
の
「
明
浄
正
直
の
心
」
で
は
、
現
在
の
神
社
神
道
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
る
「
明

浄
正
直
」
の
思
想
の
淵
源
を
、
古
代
日
本
人
独
自
の
「
光
明
信
仰
」
と
「
清
浄
信
仰
」
に
求

め
、
こ
れ
を
鏡
の
神
聖
性
に
基
づ
く
も
の
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
天
武
朝
の
頃
に
『
金
光
明
経
』

の
影
響
に
よ
り
、「
明
浄
正
直
」
の
語
が
用
い
ら
れ
た
と
す
る
従
来
の
見
解
を
否
定
し
、
六
世

紀
に
伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
法
華
経
』
や
『
涅
槃
経
』
の
影
響
が
強
い
こ
と
を
論
じ
る
。

第
二
部
「
百
済
の
仏
教
受
容
」
は
三
章
か
ら
な
り
、
六
世
紀
に
お
け
る
百
済
王
の
信
仰
と
百
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済
に
お
け
る
仏
教
受
容
と
展
開
に
つ
い
て
考
察
し
、
新
出
の
考
古
資
料
か
ら
、
日
本
へ
百
済
仏

教
が
伝
え
ら
れ
た
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
一
章
の
「
六
世
紀
に
お
け
る
百
済
王
の
信
仰
」
で
は
、
百
済
に
お
け
る
神
と
仏
教
受
容
を

検
討
す
る
。
百
済
の
国
家
成
立
当
初
の
宗
教
・
思
想
で
は
、
馬
韓
時
代
か
ら
の
土
着
信
仰
と
高

句
麗
な
ど
の
移
民
の
信
仰
が
並
立
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
中
国
の
宗
教
・
思
想
を
受
容
し
、
六

世
紀
初
頭
か
ら
仏
教
教
学
を
受
容
す
る
。
百
済
の
王
が
求
め
た
仏
教
は
、
大
乗
菩
薩
道
の
思
想

で
あ
り
、
百
済
か
ら
日
本
へ
伝
え
ら
れ
た
仏
教
は
、
聖
明
王
・
威
徳
王
に
よ
る
仏
教
実
践
修
行

の
一
つ
と
し
て
、
伝
道
活
動
、
す
な
わ
ち
菩
薩
道
の
実
践
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。

第
二
章
の
「
百
済
仏
教
の
展
開
―
仏
教
伝
来
と
舎
利
信
仰
を
中
心
に
―
」
で
は
、
漢
城
時
代

の
百
済
仏
教
は
高
句
麗
仏
教
と
同
じ
く
道
仏
二
教
が
共
存
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
熊
津
時
代

に
は
、
南
朝
の
中
国
仏
教
を
受
容
し
た
こ
と
、
梁
の
武
帝
が
仏
教
伝
道
活
動
に
邁
進
し
、
中
観

思
想
を
中
心
と
し
た
仏
教
が
百
済
に
流
入
し
た
こ
と
を
論
じ
る
。
ま
た
、
百
済
へ
の
舎
利
信
仰

の
伝
播
は
、
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
初
頭
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
百
済
で
は
『
法
華
経
』『
涅
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槃
経
』
を
受
容
し
、
釈
尊
の
遺
骨
を
供
養
す
る
こ
と
が
百
済
王
室
の
安
寧
に
繋
が
る
と
し
、
造

塔
事
業
が
六
世
紀
中
頃
か
ら
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
三
章
の
「
威
徳
王
の
寺
院
と
そ
の
思
想

―
陵
山
里
寺
址
と
王
興
寺
址
を
中
心
と
し
て

―
」
で
は
、
威
徳
王
の
実
名
「
昌
王
」
の
名
を
刻
ん
だ
二
つ
の
考
古
資
料
を
検
討
し
、
六
世
紀

の
百
済
王
の
基
準
年
代
を
確
定
す
る
。
ま
た
、
陵
山
里
寺
と
王
興
寺
の
建
立
意
図
は
、
死
者
の

菩
提
を
弔
う
供
養
を
目
的
と
し
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
創
建
は
菩
提
寺
院
と
し
て
建
立
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
こ
れ
が
飛
鳥
時
代
の
造
像
銘
に
よ
く
見
ら
れ
る
「
為
亡
父
母
供
養
」
の
思
想
と
結

び
付
く
こ
と
な
ど
を
論
じ
る
。

第
三
部
「
欽
明
・
敏
達
朝
の
宗
教
交
流
」
は
三
章
か
ら
な
り
、
六
世
紀
日
本
の
神
祇
信
仰
が

百
済
仏
教
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
か
考
察
し
、
仏
教
公
伝
の
年
代
を
再
検
討
す
る
。

第
一
章
の
「
仏
教
受
容
の
展
開
」
で
は
、
百
済
の
国
家
政
策
に
仏
教
は
取
り
込
ま
れ
、
祭
祀

制
度
も
変
容
し
た
と
論
じ
、
日
本
で
は
仏
教
受
容
に
あ
た
り
、
神
祇
信
仰
は
仏
教
と
融
合
・
乖

離
を
繰
り
返
し
、
独
自
の
仏
教
解
釈
に
力
を
入
れ
た
と
み
る
。
ま
た
、
六
世
紀
に
お
け
る
日
本
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の
宗
教
政
策
は
、
儒
教
や
仏
教
を
段
階
的
に
受
容
す
る
な
か
、
各
氏
族
の
神
祇
祭
祀
を
再
認
識

し
、
仏
教
受
容
に
よ
っ
て
神
祇
祭
祀
の
重
要
性
が
増
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
二
章
の
「
偶
像
崇
拝
と
仏
教
公
伝
年
代
」
で
は
、『
日
本
書
紀
』
最
初
の
仏
教
記
事
で
あ

る
欽
明
天
皇
六
年
条
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
の
部
分
は
す
べ
て
朝
鮮
半
島
記
事
で
あ
る
た

め
、
朝
鮮
の
記
録
が
参
考
に
さ
れ
た
こ
と
、
記
事
が
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
潤
色
と
い
う
従

来
の
指
摘
に
つ
い
て
訂
正
し
、『
阿
含
経
』
の
潤
色
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
欽
明
天
皇
六
年

の
「
百
済
造
丈
六
仏
像
」
記
事
の
年
代
を
検
討
す
る
と
、
同
年
に
梁
か
ら
請
来
し
た
宝
物
を
日

本
府
へ
贈
る
記
事
を
含
め
て
、『
三
国
史
記
』
聖
王
十
九
年
（
五
四
一
）
条
や
『
梁
書
』
の
記

事
と
一
致
し
て
い
る
。
近
年
の
百
済
史
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
る
と
、『
日
本
書
紀
』
欽
明
天

皇
六
年
条
が
「
百
済
三
書
」
に
従
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
た
め
、
欽
明
朝
に
お
け
る
百
済
仏

教
記
事
は
信
憑
性
が
高
く
、
仏
教
公
伝
は
五
四
八
年
で
あ
る
と
論
じ
る
。

第
三
章
の
「「
建
邦
之
神
」
と
「
日
祀
部
」
―
神
祇
祭
祀
の
制
度
と
神
道
の
勃
興
―
」
で

は
、『
日
本
書
紀
』
欽
明
天
皇
十
六
年
条
「
建
邦
之
神
」
と
祭
祀
制
度
に
つ
い
て
論
じ
る
。
百
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済
の
国
家
体
制
は
『
周
礼
』
に
基
づ
い
た
政
治
理
念
と
祭
祀
制
度
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
指

摘
し
、
六
世
紀
初
頭
に
は
五
経
が
百
済
か
ら
日
本
に
伝
来
し
、
祭
祀
儀
礼
が
受
容
さ
れ
る
。
と

く
に
『
周
礼
』
に
記
す
「
日
官
」
は
百
済
官
制
の
祭
祀
職
掌
に
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
倣
っ
て

日
本
で
は
天
皇
専
属
の
祭
祀
職
掌
と
し
て
「
日
祀
部
」
を
設
置
し
た
こ
と
、『
日
本
書
紀
』
に

お
け
る
「
建
邦
之
神
」
の
祭
神
は
百
済
の
神
祇
を
さ
す
も
の
と
し
た
。

第
四
部
「
神
と
仏
の
融
合
」
は
三
章
か
ら
な
り
、
百
済
と
日
本
に
お
け
る
神
仏
を
比
較
検
討

し
、
仏
教
を
伝
道
す
る
に
あ
た
り
、
教
化
の
状
況
を
調
べ
、「
祟
り
」
と
「
因
果
」
の
認
識
を

考
察
し
、
日
本
の
神
観
念
に
則
し
た
表
現
と
し
て
「
蒼
生
」
を
取
り
上
げ
、
神
仏
融
合
に
つ
い

て
考
え
る
。

第
一
章
の
「
仏
神
と
祟
り
」
で
は
、
仏
教
伝
来
当
初
、
仏
教
と
土
着
信
仰
と
の
融
合
と
乖
離

が
、
祟
り
の
現
象
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
神
と
仏
の
「
祟
り
」
現
象
は
疫

病
の
流
行
と
し
て
記
述
さ
れ
た
と
み
る
。
ま
た
、
廃
仏
崇
仏
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
仏
教
の
因

果
応
報
の
思
想
が
影
響
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
一
方
、
廃
仏
の
行
為
に
つ
い
て
は
神
祇
祭
儀
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の
一
種
「
祓
え
」
や
「
神
送
り
」
と
類
似
し
た
も
の
で
あ
り
、「
仏
」
を
「
客
人
神
」
と
し
て

認
識
し
、
日
本
の
祭
祀
構
造
に
則
し
た
記
事
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。

第
二
章
の
「「
金
製
舎
利
奉
安
記
」
と
『
維
摩
経
義
疏
』」
で
は
、
韓
国
・
益
山
弥
勒
寺
址
出

土
「
金
製
舎
利
奉
安
記
」
銘
文
中
の
「
下
化
蒼
生
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。「
奉
安
記
」
の
銘

文
は
『
十
七
条
憲
法
』『
三
経
義
疏
』
と
同
じ
思
想
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
奉
安
記
」
と
太

子
撰
『
維
摩
経
義
疏
』
の
思
想
は
朝
鮮
・
日
本
で
形
成
さ
れ
た
大
乗
菩
薩
道
の
思
想
で
あ
る
と

説
く
。
ま
た
、
太
子
撰
『
維
摩
経
義
疏
』
の
「
百
行
云
」
は
法
雲
の
『
法
華
義
記
』
に
記
す

「
百
行
偈
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

第
三
章
の
「
蒼
生
（
ア
ヲ
ヒ
ト
ク
サ
）
と
衆
生
」
で
は
、『
日
本
書
紀
』
の
「
蒼
生
」、『
古

事
記
』
の
「
青
人
草
」
が
神
代
の
時
代
に
の
み
に
使
用
さ
れ
、
人
代
に
は
使
用
が
無
い
こ
と
、

「
蒼
生
」
の
語
は
日
本
特
有
の
世
界
観
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
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論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

こ
れ
ま
で
の
神
仏
関
係
の
研
究
は
、
個
別
の
研
究
は
進
ん
で
き
た
も
の
の
、
こ
れ
を
総
合
的

に
把
握
し
よ
う
と
す
る
視
点
に
欠
け
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
六
世
紀
の
仏
教
と

神
祇
と
の
交
流
過
程
に
お
い
て
、
日
本
の
神
祇
と
百
済
の
仏
教
に
対
す
る
信
仰
・
思
想
の
解
明

が
断
片
的
で
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
研
究
の
行
き
詰
ま
り
に
な
っ
て
い
た
。

本
論
文
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
批
判
的
に
捉
え
、
文
献
史
料
の
読
み
直
し
、
と
く
に
仏
典
研

究
の
再
検
討
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
。
ま
た
、
考
古
資
料
の
分
析
、
と
り
わ
け
新
出
の
韓
国

で
発
掘
さ
れ
て
き
た
寺
院
調
査
の
資
料
分
析
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
考
察
を
加
え
て
い
る
と
こ

ろ
に
新
鮮
味
が
あ
る
。

そ
の
研
究
姿
勢
は
、
著
者
の
主
研
究
で
あ
る
仏
教
学
・
仏
典
研
究
を
基
礎
に
、
歴
史
的
検
討

を
加
え
、
こ
れ
に
神
道
学
・
考
古
学
に
も
視
野
を
広
げ
、
神
仏
交
流
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
し
た
も
の
と
い
え
る
。
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本
論
文
の
柱
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
百
済
に
お
け
る
仏
教
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
百
済
仏
教
に
つ
い
て
は
、
史
料
が
少
な
く
、
詳
し
い
実
態
は
不
明
で
あ
っ

た
。
近
年
、
韓
国
の
旧
百
済
地
域
に
お
け
る
考
古
学
の
成
果
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
扶
余
・
王

興
寺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
「
昌
王
」（
威
徳
王
）
の
名
を
刻
む
青
銅
製
舎
利
函
を
は
じ
め
と
す

る
新
出
の
考
古
資
料
の
銘
文
を
手
が
か
り
に
、
百
済
王
室
の
信
仰
を
論
じ
た
。
ま
た
、
六
世
紀

に
お
け
る
百
済
王
の
仏
教
理
解
は
、
仏
教
を
弘
め
て
伝
道
す
る
こ
と
を
功
徳
と
す
る
大
乗
仏
教

の
菩
薩
道
思
想
に
影
響
を
う
け
て
お
り
、
日
本
へ
仏
教
を
伝
え
た
意
図
も
、
こ
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
と
す
る
見
解
は
、
本
論
文
の
主
要
な
論
説
で
あ
る
。

百
済
仏
教
の
系
譜
・
性
格
を
解
明
し
て
い
く
試
み
は
、
当
然
、
日
本
へ
仏
教
が
伝
来
す
る
過

程
へ
、
直
接
繋
が
っ
て
お
り
、
な
か
で
も
、『
日
本
書
紀
』
欽
明
天
皇
六
年
条
は
、
重
要
な
文

献
史
料
の
一
つ
と
な
っ
て
い
て
、
こ
の
史
料
性
の
検
討
に
焦
点
を
絞
り
、
百
済
か
ら
日
本
へ
の

仏
教
展
開
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

欽
明
天
皇
六
年
条
は
、
百
済
側
の
記
録
を
参
考
に
記
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
、
こ
う
し
た
記
事
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は
、
中
国
の
『
梁
書
』
の
記
事
と
一
致
し
、
近
年
の
韓
国
考
古
学
の
成
果
に
照
ら
し
て
、
信
憑

性
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
論
証
す
る
。
さ
ら
に
同
年
の
「
百
済
造
丈
六
像
」
記
事
の
信
憑
性
へ
と

論
究
は
す
す
み
、
百
済
の
聖
明
王
が
日
本
の
天
皇
の
福
徳
を
願
っ
て
造
仏
が
行
わ
れ
た
こ
と
も

史
実
と
読
み
取
る
な
ど
、
百
済
と
日
本
の
仏
教
交
流
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
仏
教
公
伝

を
こ
れ
ま
で
の
二
説
（
五
三
八
年
・
五
五
二
年
説
）
と
は
距
離
を
置
き
、
百
済
側
の
史
書
に
み

え
る
五
四
八
年
説
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

『
日
本
書
紀
』
欽
明
天
皇
十
六
年
条
「
建
邦
之
神
」
に
つ
い
て
も
、
日
本
か
ら
百
済
の
王
に

対
し
て
祭
祀
す
る
こ
と
を
進
言
し
た
「
建
邦
之
神
」
に
つ
い
て
、
こ
の
神
を
百
済
建
国
の
神
で

あ
る
と
み
る
。
こ
の
記
事
は
「
建
邦
之
神
」
を
日
本
の
神
と
み
る
見
解
も
根
強
く
、
日
本
の
対

外
関
係
の
姿
勢
を
明
確
に
で
き
る
根
拠
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
さ
ら
な
る
論
証
の
補
強

が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
仏
教
の
日
本
へ
の
伝
来
に
つ
い
て
、『
日
本
書
紀
』
の
欽
明
天
皇
紀
と
敏
達
天
皇
紀

の
記
事
に
注
目
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
仏
が
祟
る
と
い
う
現
象
に
焦
点
を
合
わ
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せ
、
疫
病
の
流
行
と
い
う
、
古
代
の
人
々
が
も
っ
と
も
恐
れ
た
不
安
と
の
対
応
で
、
史
実
と
し

て
理
解
を
深
め
よ
う
と
し
た
観
点
、
ま
た
祟
り
と
「
因
果
応
報
」
論
へ
の
言
及
、
さ
ら
に
敏
達

紀
仏
教
記
事
の
根
拠
に
、『
大
般
涅
槃
経
』
の
存
在
を
指
摘
し
た
こ
と
な
ど
、
斬
新
な
視
点
は

多
い
。
こ
の
ほ
か
、
偽
撰
と
も
い
わ
れ
る
聖
徳
太
子
撰
『
維
摩
経
義
疏
』
と
新
出
の
考
古
資
料

の
銘
文
と
の
対
比
な
ど
、
刺
激
的
な
論
議
が
各
所
に
み
え
る
。

本
論
文
の
も
う
一
つ
の
こ
だ
わ
り
は
、
神
道
・
神
祇
へ
視
点
を
深
め
、
積
極
的
な
論
議
を
試

み
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
冒
頭
「
古
代
の
こ
こ
ろ
」
の
論
考
で
は
、
日
本
が
仏
教
伝
来
以
前
か

ら
、
鏡
を
神
の
ヨ
リ
シ
ロ
と
し
、
神
体
的
理
解
を
示
し
て
い
た
こ
と
、
イ
ン
ド
・
中
国
の
仏
典

に
は
、
こ
う
し
た
意
識
は
な
く
、
鏡
の
信
仰
に
独
自
性
を
見
出
そ
う
と
し
、
日
本
の
基
層
信
仰

に
あ
る
鏡
の
宗
教
性
は
、
鏡
表
面
の
美
し
さ
を
愛
で
、
こ
こ
に
正
直
を
映
し
出
す
表
象
と
し
て

重
視
し
た
こ
と
を
論
じ
、
日
本
人
の
宗
教
性
の
根
元
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
論
文
最
後
で
は
、
韓
国
・
益
山
弥
勒
寺
址
出
土
「
金
製
舎
利
奉
安
記
」
銘
文
に
記

さ
れ
る
「
下
化
蒼
生
」
に
注
目
し
、
神
話
に
記
さ
れ
る
「
蒼
生
」「
青
人
草
」
を
取
り
上
げ
、
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日
本
の
神
観
念
を
考
察
し
、
後
世
の
日
本
思
想
の
代
表
的
な
語
と
な
る
「
山
川
草
木
悉
有
仏

性
」
と
い
う
考
え
に
行
き
着
く
源
流
を
古
代
の
神
仏
関
係
に
求
め
た
こ
と
な
ど
、
興
味
深
い
指

摘
が
あ
る
。

本
論
文
に
掲
載
さ
れ
た
論
点
は
多
く
、
論
考
の
随
所
に
新
知
見
や
積
極
的
論
議
の
態
度
が
示

さ
れ
て
い
る
が
、
問
題
点
も
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
全
体
と
し
て
結
論
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
論
証
が
不
十
分
な
部
分
も
あ
る
。
論
考
の
各

所
で
仏
典
研
究
に
基
づ
い
た
字
句
の
比
較
に
考
察
が
集
中
し
、
仏
典
受
容
の
背
景
に
あ
る
思
想

性
の
追
究
ま
で
深
め
る
こ
と
は
、
未
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
百
済
の
祭
祀
制
度
や

『
周
礼
』
の
影
響
を
受
け
て
、
六
世
紀
日
本
に
神
祇
伯
が
存
在
し
た
こ
と
を
は
じ
め
、
日
本
に

祭
祀
体
制
・
制
度
が
確
立
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
に
は
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

本
論
文
に
示
さ
れ
た
研
究
姿
勢
は
、
誰
に
も
負
け
な
い
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
、
今

後
も
こ
の
課
題
に
取
り
組
み
、
神
道
と
仏
教
の
双
方
を
軸
に
据
え
た
研
究
を
、
弛
ま
ず
研
鑽
し

つ
づ
け
て
ほ
し
い
と
思
う
。
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最
後
に
吉
田
兼
倶
が
神
道
伝
授
に
あ
た
っ
て
好
ん
で
記
し
た
「
慎
み
て
怠
る
こ
と
な
か
れ
」

と
い
う
詞
を
付
記
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
の
深
化
に
期
待
し
た
い
。

以
上
の
と
お
り
、
本
論
文
は
古
代
日
本
お
よ
び
百
済
を
中
心
と
し
た
神
仏
交
流
を
詳
細
に
論

じ
た
研
究
業
績
で
あ
り
、
こ
の
分
野
の
研
究
に
新
た
な
方
向
性
を
示
し
た
成
果
と
し
て
評
価
さ

れ
る
。

よ
っ
て
、
本
論
文
の
提
出
者
有
働
智
奘
は
、
博
士
（
宗
教
学
）
の
学
位
を
授
与
せ
ら
れ
る
資

格
を
備
え
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
六
日

主
査

國
學
院
大
學
教
授

岡

田

莊

司

◯印

副
査

國
學
院
大
學
教
授

笹

生

衛

◯印

副
査

國
學
院
大
學
教
授

鈴

木

靖

民

◯印

副
査

東
京
大
学
大
学
院
教
授

蓑

輪

顕

量

◯印
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